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解答・解説　かけっこで ころんでも（2年・ものがたり文）

この話はフィクションです。実在の人物・団体とは関係ありません。

問1　ア
もん

二つ目の だんらくに「ぐっと なみだを こらえて、立ち上がりました」と 書いて あります。なみだが 出ないように がまんする ようすです。
ふた め た あ か で

問2　ウ
もん

三つ目の だんらくに「ゴールした とき、みんなが 大きな はくしゅを して くれました」と 書いて あります。りくは さいごまで 走りましたが、じゅんいは びりでした。
みっ め おお か はし

問3　スタート
もん

一つ目の だんらくに「りくは スタートで ころんで しまいました」と 書いて あります。
ひと め か

問4　（れい）さいごまで あきらめずに 走れたから。
もん はし

四つ目の だんらくに「さいごまで あきらめずに 走れたからです」と 書いて あります。じゅんいでは なく、さいごまで 走った ことが 書けて いれば 〇です。
よっ め はし か はし か
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